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【要  旨】  
腹腔鏡手術は新生児にも広く行われるようになったが、気腹が新生児や若年
乳児に与える影響は明らかではない。本研究では二酸化炭素による気腹が新生
児の脳および腎臓の局所酸素飽和度（ rSO 2）および局所酸素摂取率（ FTOE）に
与える変化を前向きに検討した。腹腔鏡下幽門筋切除術が予定された月齢３ヶ
月未満の患児 25 例を対象とした。麻酔導入前に前額部と右肋骨脊柱角の両方
にセンサーを貼付し INVOS®を用いて脳および腎での rSO 2 を測定した。 FTOE は
rSO 2 と SpO 2 より算出した。気腹前後の変化は paired t-test、麻酔中の rSO 2、
FTOE の変化は repeated-measures ANOVA を用いて比較検討を行った。対象患児
25 例の日齢、体重はそれぞれ 40 ± 10 日、体重  4.0 ± 0.6 kg、術中の気腹
圧、気腹時間はそれぞれ 10 ± 2 mmHg、 20±12 分であった。麻酔中に rSO 2、
FTOE は脳、腎臓ともに有意な変動を認めた。一方で気腹前後の rSO 2 は脳のみ有
意な低下を示した (81→ 76%, p=0.033)が、腎臓では有意な低下をみとめなかっ
た (83→ 77%, p=0.072)。今回の研究より若年乳児において 10mmHg 程度の気腹
は脳組織酸素飽和度を 5%程度低下させるが、臨床上有意な低下ではないことが
示された。  
